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こおりやま広域圏連携事業に係る教育分野の実績について 資料１－２

事業名 主な事業成果・実績(令和2年11月現在)

圏域全体の生活関連機能サービスの向上

長寿社会対策推進事業

○あさかの学園大学の募集対象を広域圏全市町村に拡大
〇参加：16市町村
在学生：郡山市439名、連携市町村67名(本宮市11名)

※あさかの学園大学について
高齢者の積極的な社会参加を促すとともに、地域社会における重要な担い手とし

て、生涯現役で活躍できるための契機とすることを目的に開設されている。
入学資格は、こおりやま広域圏に住所を有する60歳以上の方で、教養課程(2年間)

を卒業後、専門課程(2年間)に進むことができる。

図書館相互利用事業
〇図書館相互利用の実施
〇本宮市における広域登録者数は46名、貸出点数は4,257点
〇郡山市における本宮市民登録者数は83名、貸出点数は2,464点

生涯学習施設の広域利用
○令和元年度生涯学習職員専門研修「生涯学習活動における学びの循環づくり」
〇広域圏を対象とした事業
・郡山市中央公民館主催事業「四季の風コンサート」

教職員等交流

○教職員専門研修、実践発表会、研究物展を広域圏に拡充
講座数(広域) ：15講座(令和元年度)

7講座(令和2年度)
参加者数(広域)： 173名(令和元年度)

37名(令和2年度)

文化体育施設の広域利用

圏域内住民交流促進事業

○圏域内小学生を対象とした圏域内施設の「マル得チケット」を配布
期間：令和元年7月20日(土)～12月31日(火)
対象施設：こおりやま広域圏内34施設(観光、文化、レジャー施設等)
配布枚数：約3万枚(圏域内全小学生)
利用実績：1,858枚(圏域内全施設合計)
※本宮市民プール89名、白沢B＆G海洋センター24名

多文化共生推進事業 〇外国人住民窓口対応向上セミナー
〇(シンポジウム)共生社会と日本語教育 - 令和時代の日本語教育を考える -


